
第３部：支援機関の役割 

１．安心して雇用できる環境整備 
 
２．障害特性を踏まえた仕事の提案 
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障害者雇用の「トラウマ」？ 

 

• 以前に障害者雇用にチャレンジしたけれども、上
手くいかなかった。 
 

• 本人も大変だったろうけれども、周りの職員は
もっと大変だった。 
 

• 正直「もうこりごりだ」という思いであり、障害者
雇用の話を持って行っても、現場が受け入れてく
れない。 
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障害者雇用で犯しがちな過ち 

○「働く意識」の乏しい者を雇用してしまうケース 
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・雇用率を満たすため取りあえず雇用してから仕事を捜そうとして、結果
的に適当な仕事が見出せず、仕事もなく雇用し続ける状態（生殺し）も残
念ながらある。 

 

 

・支援機関のサポートのない者を雇用する場合に多い。 

・支援機関の役割が理解されず、支援機関のサポートが必要な者は問題
がある者だと誤解して、敢えて支援機関のサポートがない者を雇用する事
業所もある。 

・障害の特性に合った仕事で能力を最大限に発揮してもらうのが障害者
雇用の基本だが、そのノウハウが社内にない場合が多い。 

○「仕事の切り出し」ができないまま雇用してしまうケース  

○障害特性と仕事の「マッチング」をせず、適性のない仕事に
従事させた状態で低い評価をしてしまうケース 

○支援機関のサポートを活用しないケース 



支援機関に期待される役割 

• 事業所内への意識啓発（意義・障害理解等） 

• 仕事の切り出し 

• 切り出した仕事に即した人材捜し 

• 分かりやすい作業手順の作成 

• 職場実習の支援 

• 仕事習得の支援（ジョブコーチ等） 

• 職場定着等の支援 

• 生活面の相談対応（家族、生活支援機関等との
調整） 

• 就業継続が困難な場合の退職支援 
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障害特性の理解 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が作成している障害別の雇用マ
ニュアル（コミック版）は、障害特性に対する理解や雇用事例を分かりやすく紹介
しており、事業所に対する支援でも活用できる。 
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精神障害の種類と特徴 

統合失調症 
 

若年での発病のために
一般就労の経験がない
者も多い。 
 

障害者手帳を取得し、デ
イケアから就労継続支援
や就労移行支援を経て
一般就労を目指すことが
多い。 
 

就労支援に加え生活支
援が必要なことも多い。 
 

気分障害 
 

一般就労の経験者が多く、
障害者手帳を取得してい
ない者も多い。 
 
発達障害の2次障害で発
症することもある。 
 

一般的なデイケアに馴染
まないこともあり、リワーク
専門のデイケアもある。 

発達障害 
 

知的障害を伴わない場
合、障害の認識がない
まま成人期を迎えること
もある。 
 

一般就労できず、障害
者雇用枠での雇用を目
指すため手帳を取得す
る者も多い。 
 

発達障害専門の就労移
行支援事業所もある。 
 

生活支援は必要としな
いことが多い。 
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（注）障害者手帳未取得者もサービスは利用可能。但し、
雇用率制度は適用外。 



求職者・就職者の精神障害の種別 

求職者 就職者 

統合失調症 ４３．１ ４７．１ 

そううつ病（気分障害） ３３．０ ２７．０ 

てんかん ６．９ ８．２ 

その他の精神疾患 １１．４ １４．３ 

不明 ５．６ ３．３ 

単位：％ 

（出典）「精神障害者の雇用促進のための就業状況等に関する調査研究」 
（2010年3月 障害者職業総合センター） 

2008年7月1日から10月31日までの調査期間内に全国110所のハローワークで
新規求職登録もしくは紹介就職した精神障害者（新規求職登録1,843人、紹介
就職981件(927人)のデータ分析結果。 



精神障害のある者の特性 

精神疾患の種類は多岐にわたり、疾患が同じでも症
状や程度特性は一人ひとり違い、もともとの能力や性
格発病前に身につけていた技能経験なども異なるた
め、一括りに説明できない。 
 
 

それでも共通な特性として、一般的には以下のような
特性があると言われている。 
 ●疲れやすい 
 ●環境の変化に慣れるのに時間がかかる 
 ●失敗により自信を失いやすい 
 ●あいまいな状況で困惑しやすい 

 

１．多様性 

２．共通性 
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精神障害のある者の雇用管理上の留意点（１） 

○負荷が比較的軽い業務の設定から始める 
○職務を作り出す（作業内容を切り出す） 
○作業を標準化する 
○数種類の作業を設定する 
 

 
○指導担当者を設定する 
○指示は具体的に、確認しながら、一度に言わない 
○できたことは認める（ほめる） 
○慣れるまでは確認を促す 
○ミスをしたら対応策を一緒に考える 
○定期的な振り返りと目標を設定する 

 

１．職務の設定 

２．指示の出し方や教え方 
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精神障害のある者の雇用管理上の留意点（２） 

○通院時間を確保する 
○就業時間を段階的・柔軟に設定する 
○体調の変化に気を配る 
○調子を崩す際の状況等を把握しておく 
○体調不良時の対応は支援機関等と連携しながら検討する 
○産業保健スタッフを活用する 

 
 
○定期的に相談できる場を設定する 
○休憩時間の接し方に配慮する 
○本人の話に耳を傾ける 
○職場の雰囲気を和やかにする 
○環境の変化に適切に対応する 

３．健康管理面への配慮 

４．コミュニケーション（接し方） 
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第４部：就労支援に向けた連携 

１．就労支援に係る連携の必要性と課題 
 
２．連携に向けて（地域連携就労支援パス） 
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医療支援 
（投薬・精神療法等を通じた疾病管理） 

就労支援 

生活支援 

定着支援 再就労支援 就労支援 

就労生活を支える3種の支援 
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準備段階 定着段階 就職段階 離職・再就職段階 

特別支援学校 
就労支援事業所 

特別支援学校 
就業・生活支援センター 
就労支援事業所 

就業・生活支援センター 
就労支援事業所 
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一般就労 

地域の精神障害者 

精神科医療機関 

ハローワーク 

精神障害者雇用
トータルサポーター 

就労プログラム 

障害者就業・生
活支援センター 

障害者職業セ
ンター 

配置型ジョブ
コーチ 
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デイケア 

訪問型ジョブ
コーチ 
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一般就労 

地域の精神障害者 

精神科医療機関 

ハローワーク 

就労プログラム 

A型事業所 

就労移行支援
事業所 

B型事業所 
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障害者職業
センター 

障害者就業・生
活支援センター 

デイケア 

就労定着支援 
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